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病気の正体（ヨハネ5:5-9）
昔も今も、そして、これからも変わらずに重要なテーマとして扱われるものが病気ではないかと思います。国のレベルにおいても、社会においても、また、一人一人個人の人生の中でも病気というものは非常に重要なテーマにならざるをえません。なぜかと言いますと、病気は必ず苦痛を伴うものなので、そのままほうっておけないということで、いつもテーマとして取り上げるのではないでしょうか。そういう意味で、病気をどのように理解するのかということは、その人の人生を左右しかねないものであると思います。しかし、世の中では病気そのものを本当の意味で正しく理解することはできません。残念なのは、クリスチャンの私たちも世の中の人と同じ理解を持って、聖書が教えている、示している病気の理解を持っていないということだと思います。そういう意味で特に今日の聖書の箇所を中心にして、病気とは一体何なのかということを、根本的なところから考えていきたいと思います。
今日の聖書は、イエス様がいらっしゃいました当時、ベテスダという池の周りに大勢の病気を患っている人が集まっていたところでのお話しです。様々な病気を抱えている人々が、その病気を治すために、そのような一つの願いを持って池の周りに集って来ていました。なぜかというと、たまに天使が下りてきてその池をかき回す時に、だれよりも先に一番にその池に入った人はどんな病気でも治るという迷信的なうわさがあったので、自分なりにお医者さんにかかってみたり、薬も飲んでみたり、民間療法も使っていたのですが効果がなくて希望がない病気を抱えている人々が大勢その池の周りに集って来ていたわけです。ある意味ではそれが地球を表しているかもしれません。地球そのものが一つの病棟のようなものなのです。肉体的な病気を抱えているかどうかは関係なく、実は皆が患者であるわけです。
その中で特に今日は、38年間同じ病気をずっと患い続け、どうしても治してもらえなかった人にスポットを合わせて、聖書のお話しが進められています。大勢の病気の人を代表して、38年間同じ治らない病気を患っていた人を通して、まず病気はどんなものなのか、どのように理解するのかといいますと、第一に症状として扱うわけです。肉体的な病とも言えると思います。特にその中でもなかなか治らない病気、不治の病ともいわれる病気、それが病気だと世の中では理解しています。不治の病といっても時代が変わることによって、医学の進歩によって、昔は不治の病だったものが今は治る病気になっている場合もあります。しかし、どんなに医学が発展しても不治の病は終わりません。いたちごっこのように医学が発展して不治の病が不治の病でなくなったとしても、また別の不治の病が現れたりするわけです。この人の病気がどんな病気だったのかはわかりませんが、38年間治らないまま、ずっと患い続けていたわけです。聖書を見ますと、他にも不治の病についていろいろな病気が紹介されています。ある時には、出血があった場合、それが止まらずに結局、死んでいくようになる、昔それが長血の病気ということで不治の病でした。もちろんらい病も代表的な不治の病の一つでした。中風の患者や障害とはまた違う病気として生れつき持ってきた病気などもあります。それも聖書には紹介されています。不治の病といっても一言でこれとは言えないでしょうけれども、現代の社会では癌というものが一番代表的なものだと思います。それ以外にも様々な病気があります。そのように医学的にも見た目的にも病気だとするわかる症状があるもの、その中でも特に治らない病気、そして、不治の病とまでは言わなくても原因が何かよくわかっていない原因不明の病気というものがあります。大体、神経性と名前を付ける場合には、なかなか本当の原因がよくわかっていないという場合が多いです。そのような原因不明の病気も数多くあります。また、それが癌病とも言われる場合があります。症状は確かにあり、苦しんではいるのですが、どこに原因があるのかわからないし、治療の方法もなかなか見つからないという病気の場合もあります。そして、ほかの人はその病気、その症状があれば直してもらえたのですが自分自身はなかなか治らないという病気もあります。それを持病、あるいは頑固な何かの病気と言います。小さないろいろな病気はもちろんなのですが、聖書に出ている 38年間病気を患っていた人から見られる症状を指して病気と言うわけです。それが肉体的な病です。世の中では大体、病気といえば、そういうものだというイメージがあります。そのような理解があります。しかし、症状として表れて、それが苦痛を伴うものにちがいありませんが、その肉体的な病気より本当の病気は、もっと深刻な病気は、心の病気です。それは考え方の病気とも言えると思います。最初から目に見えない心の病気があって、肉体的な病気として発展する場合もあるし、また肉体的な症状として患っていくうちに、心、思い、考えが屈折して、それが心の病気として発展していく場合もあります。

今日の聖書を見ていても、38年間病気を患っている人の前にイエスさまがあらわれて、「治りたいのか。よくなりたいのか」と質問されたときに、この人はこのように返事をします。「天使が下りてきて 水をかき回す時に、一番最初に入るべきなのに、自分は体力もないし、動ける力もないので、いつもほかの人が先に入ってしまいます。私を助けてくれるものが周りにだれもいないのでこのままの状態です」とペラペラいました。つまり、この人は、38年間変わらないまま、同じ症状がずっと続いていることによって、心も曲がってしまい心の病気を患っているということなのです。実は、症状として苦痛を伴うので大変でしょうけれども、本当の病気、もっと深刻な病気は、心の病気です。特に、その心の病気の代表的なものが何かといいますと、自分自身に対して正確に把握することができず、否定的な自我を持つようになるということです。それが心の病気です。何を考えても、何を見ていても、否定的な目で見るしかない、自分自身のことをそのように思い込んでいるので、特にその否定的な自我という心の病気は何かのきっかけによって心に傷を負うようになります。大体の場合、その傷によって現れる病気なのです。
私は家庭環境や母親が早く亡くなってしまったといういろいろな事情、また、体がとても弱いものだったので、一年の半分ぐらいは病院の世話にならないといけない状態だったので、そのようなことがベースになって、いつの間にか自分のことを肯定的に受け入れることができませんでした。自分はだめな人間だと思い込むようになりました。そして、人の視線、人がどのように見るのかをものすごくデリケートに意識するようになり、何もかもが否定的なところから始まる癖が身につくようになってしまいました。電話が鳴ったとき、いまはスマートフォンで番号や誰からかかってきたのかすぐわかるでしょうけれども、昔は、黒電話だったので、ベルが鳴るとびくっとするのです。誰から来た電話なのか知らないのに、まず怖いわけです。それほど心を病んでいたので、否定的な自我というものが自分の心をむしばんでいたので、そういう状態だったのです。それがあらゆるところに影響を与えるようになるわけです。そして、そのような心の病気は、結局は、感情的な部分も屈折したものにしてしまいます。感情そのものに怒り、憎しみ、特に多いのが被害意識というものをもつようになります。普通のことでもそれを普通に受け入れることができません。相手の人が何も思わずに普通に接して来ても、それにデリケートに反応して、私に害を加えるのではないか、私に対して何かたくらんでいるのではないか、私を嫌いだろうなどと勝手に思い込むわけです。被害意識です。ちょっとした何かがあったときには、普通の人より10倍、20倍ぐらい被疑者意識が膨らんで、まるで普通の人が麻薬に走った場合に、それが10倍、20倍の感情になるのと同じように、麻薬もしていないのに心の病気というものは感情的に被害意識を持ちます。それがエスカレートすると、被害妄想に発展していくようになります。そして、何もかもが何かのせいです。親のせい、家庭のせい、学校のせい、社会のせい、教会のせい、そして、自分のせい。された感情の病気です。それは症状としてすぐに目立つようにあらわれるものではありません。しかし、それこそが病気中の病気です。症状があって苦痛を伴う、肉体的な苦しみを伴う病気はそれも大変でしょうけれども、それはある意味をお医者さんに診てもらえるものかもしれません。でも、心の病気、感情が屈折してしまった場合は、人生そのものが曲がってしまうようになります。物事を正しく受け入れることができません。最終的には、偏ってしまった頑固さに発展してしまい、結局、自分の世界を作って、自分の世界に閉じこもってしまうようになります。だから、周りに壁を作って断絶状態になります。これが心の病気です。自分の世界を作ってしまいますので、周りの助言や、どんなに正しい話をしても、それがそのとおりに耳に入ってこなくなります。自分の世界があるので、それに全部跳ね返されるようになってしまうのです。それが心の病気です。どんなにあなたはそうではないよ。皆がおまえのことを気にして愛しているのだよと証拠をもってその人に示しても違うと思う。そこまで心の病気が深刻な状態になりますと、自分の世界を作ってシャッターを下ろして、そこに閉じこもってしまうようになります。世の中ではここまで病気だという人はたまにはいます。でも、ほとんどの場合は、症状そのものを扱います。
何年か前に、沖縄のキャンプに行った時に、あるクリスチャンの長老さんが経営している精神病院を訪問したことがあります。いろいろなお話しをしている中で聞きました。突っ込んだ質問をした時に、その長老さんと隣の事務員の方が一言で言いました。精神病のお医者さんの世界では、症状を抑えることだけにとどまり、それ以上のことは扱わないという決まりになっています。薬を持って、ほかの手段をもって症状を抑えるだけです。症状がある程度治まったと判断した時には、すぐに退院させます。それ以上に突っ込んでいくと、千差万別になってしまうので、医学ではそこまで踏み込むことがないようにという規定になっているという話しを聞きました。本当なのかどうかはよくわかりませんが。精神的な病気でも肉体的な症状として扱うわけです。ほとんどの場合に。答えがないからです。自分の病気でも家族の病気でもどのように理解するのか、何が病気なのかという理解によって人生変わります。症状が病気なのでしょうか。もちろん病気です。でも、それよりもっと深刻な病気は、心の病気なのです。自分の心の叫びが周りの非難の声として聞こえてくるわけ２です。でも、特徴は、それが自分の心のものだとだれも気付かないことです。しかし、ここまでは世の中で頑張っている人がたまにはいるのですが、誰も知らない、神様にしか教えられない本当の病気の正体があります。症状がどんな症状であれ、特に深刻なものであればある程、目に見えない心の病気というものも、実は霊的な病気から現れる症状なのです。ですから、本当の病気の正体は、根っこに霊的な病というものがあるわけです。これが本当の病気です。皆さんがこのお話しを聞いてなるほどと納得するようになれば、皆さんはいのちある方なのです。神様に恵まれた方は、この話しが聞こえてくるようになります。本当の病気は、心の病気でもありません。霊的な病気なのです。それは、その人の意志によって変わるものではありません。

霊的な病気は何でしょうか。人は神様によってつくられた尊い神のかたちなのに、人間が人間であることをあきらめてしまったことなのです。罪を犯すことによって、そのいのちの根源である神さまを離れて神を失い、神様がともにいらっしゃらない状態になってしまいました。これが病気です。簡単に申し上げると、神様を信じないことが、神様はいらない、神様はいない、それが病気なのです。勉強さえ頑張ればいいではないか。まじめに最善を尽くして、嘘をつかずに、人に迷惑をかけずに頑張ればいいのではないか。それが病気なのです。そして、神様を離れたというのは、残念ながら目に見えない悪魔、サタンの奴隷の状態です。奴隷というのは、自由がありません。悪魔、サタンの思うつぼ、思うがままあやつられるような状態になりました。それが病気です。心が否定的な自我なのか、積極的な肯定的な自我を持っているかなどと関係なく、根本的に根っこの方がサタンの奴隷なのです。その結果、何をどうしても滅びるしかない運命にとらわれて人生を生きるしかありません。それが病気なのです。それこそが病気な正体です。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれた。それが病気なのです。これら霊的な病気であり、根っこの方にこの病気を抱えているわけです。誰がでしょうか。すべての人がです。それが症状としてどのように現れるかの違いであって、その中の一つが、私たちが、病気と言っている症状として苦痛を伴うそのものなのです。つまり、病気の本当の正体がわかった時に、私たちにはこのような結論を出すしかありません。治療不可能なのだと。治療の薬もないし方法もありません。治療できるお医者さんもいません。これが本当の病気です。がんを患っていらっしゃるのでしょうか。がんは病気ではなく、霊的な根っこの方が腐っていることが病気なのです。だから、がんは治せるかもしれませんが、あなたの病気は治療不可能なのです。心を病んでいらっしゃるのでしょうか。幻聴、幻覚の症状が現れているのでしょうか。本当の病気は、霊的な病気なのです。それを知らない限り、病気を正しく理解したわけではないので、一生病気にとらわれて生きるしかありません。治療不可能なのです。だから、神様が私たち人間の病気、本当の病気を完ぺきに治すためにキリストのまことの医者として私たちに送ってくださいました。キリストのほかには医者がいません。
先週か先々週に申し上げましたように、人間は人の頼りの対象になる王にはなれません。キリストだけが王様です。お医者さんがたくさんいてありがたいのですが、人生の本当の病気を任せることができるお医者さんはいません。キリストだけが本当のお医者さんです。治療不可能なのです。皆さん、本当の病気の正体が何か、ぜひ目をとめていただきたいと思います。そう確認した時に、私たちは病気だ、病だと言っている症状としてあらわれる病気の意味が変わるようになります。苦痛を伴うものではありますが、病気の本当の意味はサインなのです。どんな症状であれ、それら幻聴、幻覚の症状であれ、癌の症状であれ、不治の病であれ、どんな病気であれ、その病気は病気ではなく、サインなのです。自分が、人間が霊的には死んでいる状態だと知らせるサインなのです。自分の罪過と罪との中に死んでいたものであって。もしその病気、その症状がなかったら、本当のサインを見ることができないので。野球の選手は監督のサインを見ないと失敗します。このサインを逃してしまうので、健康だと思い込んでいるまま地獄に行くしかありません。霊的に自分の罪過と罪との中にあって死んでいたものであって、また霊的に奴隷の状態なのだということを示すサインなのです。あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であって。ですから、何がどうしようと、どう変わろうとも完ぺきに絶望の状態なのだということを知らせるサインなのです。ヘブル9：27、人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定まっている。病気はサインなのです。それに気づくようになると、病気そのものは苦痛を伴うことは間違いありませんが、病気は人生そのものをいやすための機会なのです。病気はまことの神様に出会うための機会であるし、神様の本当の愛に触れる機会であるし、神様の本当の祝福をたくさんいただく機会なのです。それが、病気が持つ本当の意味なのです。神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛していらっしゃるのです。病気の正体は、先ほど申し上げました内容です。しかし、神様は、その病気を用いられて、神の愛を示そうとしていらっしゃるのです。しかし、病気そのものを正しく理解していないと、最後の結論で申し上げますが、病気そのものに執着するようになります。クリスチャンの方々でも、癌の宣告があったときに、「どうすれば治るのだろう」「何が、どういう食べ物がよいも野なのだろう」ということばかり気が向いてしまうのです。それは、医学的に考えても、より症状が悪化するだけなのです。神様が癌を許されたときには、正体は霊的な病気なのですが、神様の意味は、それを通して人生そのものがいやされることを望んでいらっしゃるわけです。機会なのです。つまり、神様と出会い、神の愛、神の祝福にあふれる人生になるための唯一の道がキリスト、イエスなのです。ですから、病気は、キリストに向かって進んで行く道なのです。苦痛を伴うのはもちろんなのですが。イザヤ53：4-5には、これからイエス・キリストが来られて、十字架を背負って、私たちの病を背負って、彼が懲らしめられることによって私たちはいやされたと預言されていて、それが成就されました。マタイ8：17に、それが成就したということが紹介されています。病気というものは、キリストが代わりに背負って、十字架で処理されたものなので、病気、その苦痛と苦しみを通して、キリストに向かわせる神様の愛なのです。苦しいから苦痛を伴うので嫌でいろいろな気持ちになりやすいのですが、正しく理解して病気と向き合わなければいけません。病気は病気ではありません。ですから、病気の前でいつもイエス様はおっしゃいます。よくなりたいのか。それは早く病気を治してということとは違います。私がキリストなのだ。すべて疲れて重荷を負っているものは、わたしのところに来なさい。今まで池の方に向かって、その迷信や噂やいろいろなことに人生を費やしてきたでしょう。それは意味がないのです。治りたいのか。イエスがキリストではないのか。なぜ余計な方向に向かっているのか。なぜその症状を治そうとして必死なのか。根っこの方に霊的な病気があることは知らずに。治りたいのか。疲れて重荷を負っているものは、わたしのところに来なさい。わたしは道であり、真理であり、いのちなのです。わたしをとおしてでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません。この声をかけていらっしゃるのです。しかし、残念ながら、病気を正しく理解していないのでその声が聞こえないわけです。残念なのです。
今日、私たちは短い時間でしたが、38年間病気を患っていた人を通して、病気の本当の正体が何かを教えられました。病気の正体がわかった以上、病気が持つ意味は違うのです。病気に対しての理解を変えてください。そして、自分の病気でも周りの人の病気でも、病気の前でまず、今までのイメージを全部捨ててください。感情的についていけないかもしれません。すぐに症状が変わらないかもしれません。苦痛を伴うでしょうけれども、病気の前で、「この病気はありがたいものなのだ」と病気を感謝してください。それが始まりです。でも、クリスチャンの方々でも、なかなかそういう人はいません。だから、二重、三重、悪循環して行くようになります。神様は機会を与えられて声をかけていらっしゃるのに、病気はサインなのです。病気は機会なのです。ありがたいものなのだと感謝して、「これは病気ではない」と告白してください。本当の病気は、イエス様を知らないこと。イエス様を信じないことが病気なのです。イエス様がおっしゃいました。イスラエルの人たちが、「私たちは見ているのに、なぜ盲目と言っているのか」。あなたがたは自分で見ていると言っているからダメなのだ。盲目は盲目ではありません。病気は病気ではありません。イエスがキリストである以上、神がこの世を愛されてキリストを十字架に引き渡された以上、イエス様を知らないことが病気なのです。病気に負けないようにしましょう。病気にだまされないでください。イエス様を信じないことが病気です。癌は病気ではありません。幻聴、幻覚も病気ではありません。イエス様を信じないことこそが病気なのです。先ほど申し上げましたように、このメッセージを契約として握ってください。今までのように症状を病気だと思っている限り、病気に執着して捕らわれるようになるしかありません。ですから、病気に執着せずに、治そうと執着せずに、イエスに集中してください。それが病気の本当のねらいなのです。けれども、みな症状そのものに執着するでしょう。精神的なものも同じです。精神的なものは、このお話が正しく聞こえてこないまで混乱しているから、なかなか難しいと分かりますが、正しく理解してください。今まで人生だまされてきました。病気、病気、と病気に執着するように、病気から逃げられないように、薬から逃げられないように、傷から逃げられないように、だまされてきました。ありがたいな。感謝だな。私もうつ的な症状があり、心臓がバクバクして止まらない症状の病気がありました。振り返ってみると、ものすごくありがたいのです。それがあって、今の私がいます。それを通して、イエス・キリストに向かうようになりました。神様は、その病気を一秒ですぐに治すこともできます。しかし、病気の本当の意味は、イエス・キリストに向かいなさいというサインなのです。それが神様の愛なのです。でも、私たちの頭の中では、病気は症状そのものに執着するものになっているのです。そこを全部壊さないといけません。症状はどうだっていいという意味ではありませんが、でも、どうなってもいいのです。神様がなさるでしょう。私たちの神経はそこではなくて、イエスに集中してください。病気の正体、病気の本当の意味が分かって、病気から自由になり、本当の意味でのいやしの祝福を体験することを祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。この世が教えることができない、特に病気に対しての本当の理解を教えてくださいありがとうございます。今まで病気そのものの理解が間違っていてだまされていてとらわれていて執着していたそこから自由になり、みことばをもってひとりひとりの思いと心を主が守ってくださり、病気を感謝してイエス・キリストにしっかりと向かうことができるように、執着することができるように聖霊様が助けてください。それで世の中の病んでいる多くの人に、この喜びの知らせ、本当の病気の正体といやしをお証しできるように、ひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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